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「
三
井
寺
」
を
歩
く

廣 

田　

幸 

稔

　

能
「
三
井
寺
」
は
、
駿
河
国
清
見
ヶ
関
（
静
岡
県
清
水
市
）
に
住
む

女
性
が
主
人
公
で
す
。
人
商
人
に
浚
わ
れ
た
我
が
子
を
探
し
て
都
に
上

り
ま
す
。
毎
夜
清
水
寺
の
観
音
に
息
子
の
行
方
を
祈
念
し
て
い
る
と
、

近
江
国
三
井
寺
に
行
け
と
の
霊
夢
を
授
か
り
、
仲
秋
の
名
月
の
下
で
め
で

た
く
息
子
と
再
会
を
は
た
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
能
の
舞
台
は

前
半
は
京
都
市
の
清
水
寺
、
後
半
は
滋
賀
県
の
三
井
寺
で
す
。
清
水
寺
、

三
井
寺
と
も
西
国
三
十
三
所
巡
礼
の
十
四
番
と
十
六
番
の
札
所
で
あ
り
、

能
「
三
井
寺
」
は
観
音
信
仰
の
「
札
所
を
結
ぶ
能
」
で
あ
る
こ
と
を
、

同
志
社
女
子
大
学
教
授
・
廣
瀬
千
紗
子
先
生
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

（
第
十
五
回
記
念
廣
田
鑑
賞
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）。

　

最
近
の
京
都
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が

訪
れ
、
市
バ
ス
に
乗
る
と
何
カ
国
語
か
の
会
話
が
車
内
を
飛
び
交
い
、

道
も
車
も
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
す
。
清
水
寺
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

人
気
の
観
光
地
と
な
り
、
静
か
な
信
仰
の
場
と
言
い
難
く
な
っ
た
の
は

残
念
で
す
が
、
伝
統
芸
能
や
伝
承
の
な
か
で
な
ら
、
私
た
ち
は
当
時
の

景
色
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
後
半
の
舞
台
と
な
る
三
井
寺
は
、
J
R
浜
大
津
駅
、
ま
た
は
、

京
阪
電
鉄
・
三
井
寺
駅
よ
り
徒
歩
10
分
。
滋
賀
県
大
津
市
、
琵
琶
湖
の

南
端
に
位
置
す
る
長
等
山
の
中
腹
、
眼
下
に
琵
琶
湖
を
臨
む
高
台
に
あ
り

ま
す
。
三
井
寺
の
正
式
名
は
「
長
等
山
園
城
寺
」、
天
台
宗
の
総
本
山
で
す
。

寺
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
天
智
・
天
武
・
持
統
天
皇
の
三
帝
の
産
湯
に
使
わ
れ
た

霊
泉
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
御み

い井
」
の
寺
、「
三
井
寺
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

境
内
に
は
あ
ち
こ
ち
に
水
路
が
あ
り
、
こ
の
地
が
水
量
豊
か
な
場
所
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
三
井
寺
と
い
え
ば
、
比
叡
山
延
暦
寺
と
の

↑清水寺山門
山門前の参道には土産物店が並び、
観光客で賑わいます

↑滋賀県 琵琶湖畔　近江八景「唐松の夜雨」

↑音羽山清水寺　清水の舞台で有名です



↑三井寺山門

←初代の鐘は　霊鐘堂に泰安される

←三井寺観音堂
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争
い
で
、
延
暦
寺
の
僧
、
の
ち
に
源
義
経
に
仕
え
る
武
蔵
坊
弁
慶
が
、
三
井
寺

の
梵
鐘
を
奪
っ
て
比
叡
山
ま
で
引
き
上
げ
た
話
が
「
弁
慶
の
引
き
摺
り

鐘
」
と
し
て
有
名
で
す
。
こ
の
鐘
は
奈
良
時
代
に
造
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

昔
、
俵
藤
太
秀
郷
が
三
上
山
（
滋
賀
県
野
洲
市
、
近
江
富
士
と
呼
ば
れ

る
美
し
い
山
で
す
）
に
住
む
、
山
を
七
巻
半
す
る
ほ
ど
の
大
ム
カ
デ
を

退
治
し
た
こ
と
か
ら
、
琵
琶
湖
に
住
む
龍
神
よ
り
贈
ら
れ
た
鐘
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

舞
台
で
も
シ
テ
が「
龍
女
が
成
仏
の
縁
に
任
せ
て　

わ
ら
わ
も
鐘
を
撞
く

べ
き
な
り
」
と
あ
り
、
龍
神
と
縁
の
あ
る
有
名
な
鐘
だ
っ
た
こ
と
が

伺
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
良
く
な
い
こ
と
が
あ
る
時
は
鐘
が
汗
を
か
い
て

撞
い
て
も
鳴
ら
ず
、良
い
こ
と
が
あ
る
時
は
自
ら
鳴
る
と
い
う
霊
鐘
だ

そ
う
で
す
。
現
在
こ
の
鐘
は
、
霊
鐘
堂
に
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

表
面
に
は
ひ
と
目
で
わ
か
る
ほ
ど
の
傷
痕
や
割
れ
目
が
残
り
、
今
は
そ
の

音
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
二
代
目
の
鐘
は
慶
長
七
年（
１
６
０
２
）

に
、
豊
臣
秀
吉
の
正
室
・
北
政
所
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
近
江

八
景
の
「
三
井
の
晩
鐘
」
で
知
ら
れ
、
宇
治
の
平
等
院
、
高
雄
の
神
護

寺
と
並
ぶ
日
本
三
銘
鐘
の
ひ
と
つ
で
す
。
金
堂
（
本
堂
）
横
に
あ
る
鐘
楼

に
あ
り
、
毎
朝
夕
美
し
い
響
き
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

湖
が
音
を
吸
い
込
む
の
か
、
波
の
音
が
あ
た
り
の
音
に
勝
る
の
か
、

湖
面
に
向
か
っ
て
立
つ
と
、
不
思
議
と
自
動
車
の
騒
音
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

「
鳰に
お

の
海
」
と
呼
ば
れ
た
琵
琶
湖
の
広
大
な
湖
面
に
映
る
月
の
影
は
、

今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
仲
秋
の
月
を
琵
琶
湖
に
映
し
て
観
月
祭
と

洒
落
る
の
も
、
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
古
典
の
愉
し
み
か
た
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
十
八
年　

神
無
月
吉
日


